
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

第５章 基本計画（基本施策） 

 

（１）紙面による情報提供の充実 

（２）各種電子媒体などを活用した情報の提供 

（３）生涯学習相談窓口の充実 

 
（１）個人のニーズに応じたまなびの機会充実 

（２）スポーツ・レクリエーション活動の機会充実 

（３）文化・芸術の振興や伝統文化の継承 

（４）活動の成果を発表できる機会・社会に還元する機会の充実 

 

 
（１）新しい生涯学習施設の整備 

（２）既存の生涯学習施設の活用 

（３）生涯学習施設の広域連携 

 
（１）組織・団体間のネットワークづくり 

（２）施設間のネットワークづくり 

（３）地域・広域間のネットワークづくり 

 
（１）地域活動のボランティアの発掘・リーダーの育成など 

（２）生涯学習活動を支援する人材の育成 

 
（１）家庭教育への支援 

（２）地域の教育力の活用 

（３）青少年の健全育成 

５－１ まなびの情報提供 

５－３ まなびの場づくり 

 第１章 計画の策定にあたって 第２章 計画の位置づけ・期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 基本構想 

 

５－２ まなびの機会づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

・市民アンケート調査の結果、「生涯学習という言葉の内

容を知らない」と回答した人が約８割ありました。 

・市民の生涯学習活動を活発にするため、市民が生涯学

習という言葉の意味を正しく知ることや、認知度の向

上が求められます。 

 

 

・生涯学習活動への参加・参画意識の高揚が求められま

す。 

・子どもから高齢者まで、障がいの有無にかかわらず、

それぞれのニーズに合った生涯学習活動に参加するこ

とができるまなびの機会づくりと、生涯学習活動への

参加・参画の場づくりが重要です。 

 

 

・本市には、生涯学習に関する活動をしている団体が多

数存在しています。 

・団体の活動の成果を「生かしてみたい」という団体が

約６割を占めています。 

・グループでの活動は、より新しい展開や充実した成果

が生まれることが期待されます。 

 

 

 
・本市においては、人口減少や少子高齢化が進行してい

ます。 

・第５次総合計画に示す将来像を実現していくためには、

市民が生涯学習活動をとおして必要な知識や能力を身

につけ、それらの成果を生かせるような、市民参画型、

協働型の生涯学習によるまちづくりの推進が求められ

ます。 

 

第３章 生涯学習を取り巻く現状と課題 

 

（１）生涯学習の認知度の向上 

（２）市民の生涯学習活動への参加・参画 

 

（３）グループによる生涯学習活動の充実 

 

（４）生涯学習によるまちづくりの推進  
 

 

 
 

        
 

 

 

 

  

 

・一人ひとりがその生涯にわたって自発的意思に基づいて行うことを

基本とし、手段についても必要に応じて、可能な限り自己に適した

手段及び方法を自ら選びながら行う学習のこと 

・その内容は、スポーツ活動、文化活動、趣味、レクリエーション活

動、ボランティア活動、地域活動など幅広く多様 

②新たな知識・技

能を習得するた

めに 

③子どもがすこ

やかに育ち、成

長するために 

１－１ 生涯学習とは １－２ なぜ今、生涯学習が必要か 

①市民の健康づ

くりと生きが

いづくりのた

めに 

④活気と活力あ

る地域づくり

のために 

 

 
 
 

平成 26年度～同 35年度 

第５次総合計画で掲げた市の将来像を実現するた

めの「中・長期計画」として、生涯学習に関する基本

的な方向を明らかにするものであるとともに、生涯学

習施策を推進するための諸計画を策定する際の基礎

となるもの 

２－１ 計画の位置づけ 

 
２－２ 計画の期間 

 

５－６ 子どもを育む取り組みの推進 

５－５ まなびの人材づくり 

  ５－４ まなびのネットワークづくり 

 

 

本市では、「自律発展都市」をめざして協働を基軸

とした生涯学習によるまちづくりを推進していきま

す。 

本計画の基本理念をわかりやすく表現した合言葉

は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

市民自らが“おもしろいこと・おもろいこと”を

次々と地域に生み出すことにより、楽しみながら「ま

なび」の成果を生かし、地域の課題を解決できるよ

うな、より魅力的なまち・門真をめざします。 

 

 

 

以下の４つを基本目標として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標に沿って６つの計画の柱を設定します。 

４－１ 基本理念 

４－２ 基本目標 

 

４－３ 計画の柱 

 

みんなでつくろう！ 

おもしろいまち・おもろいまち門真！ 

（１）しろう！生涯学習！ 

（２）やろう！生涯学習活動！ 

（３）つくろう！まなびあう仲間！ 

（４）つながろう！市民みんな！ 

 

 

（１）生涯学習推進のための庁内体制づくり 

（２）協働による生涯学習推進方策の調査研究 

（３）公益的な生涯学習活動に対する財政的支援の拡充 

 

第６章 計画の実現に向けて 

 
 
図書館は「まなび」の入口です。だれもが自由に利用できる図書館

をぜひ楽しんでください。 
 
 

市内では、いろいろな“おもしろいイベント・おもろいイベント”

が年間を通じて行われています。「広報かどま」や「市のホームペー

ジ」をチェックして、ぜひ足を運んでみてください。 

 

 

だれかに誘われたら、それは新しいことをまなぶチャンスです。思

いがけない人生の楽しみが見つかるかもしれません。最初は少し重た

い腰も、行ってみると意外と軽くなるかもしれません。 
 
 

本市の歴史は古く、市内にはいくつもの社寺があるほか、歴史資料

館には遺跡案内や遺物も展示されています。わがまちのいにしえに、

心をはせてみましょう。 
 
 

市内には、グローバルに展開する大企業から中小企業まで多くの工

場があります。近くの工場で何を作っているのか？自分たちの家の周

りを調べてみると、まちの姿、まちの動きが見えてきますよ。 
 
 

心と体の健康は、運動することから始まります。あまり無理をせず、

ラジオ体操や軽いウォーキングなど、まず１日 10 分、体を動かすこ

とから始めましょう。 
 
 

文化会館、公民館、歴史資料館、市民プラザ、ルミエールホールな

ど、たくさんの生涯学習施設が門真にはあります。どんなものがあっ

て、どんなことをしているか一度のぞいてみてください。 
 
 

趣味やスポーツを一人で楽しむより、同じ志を持った人と一緒に活

動することによって、より多くの楽しみや発見が得られるかも知れま

せん。一度、声をかけてみたり、仲間に入ってみたりしてはいかがで

しょう。 
 
 

ちょっとしたボランティアやお手伝いに対して、お礼をしたいと

き、地域通貨には現金ではあらわせない心を込めることができます。

一度活用してみましょう。 
 
 

地域のお祭り、イベント、ボランティア活動、町内会の清掃活動な

ど、自分の住んでいるところのお世話をしてみましょう。心も体もリ

フレッシュすることまちがいないですよ！ 

★★★まず、図書館へ行こう！ 

★★★まず、地域のお祭りや運動会などのイベントに参加しよう！ 

★★★まず、市内の名所・旧跡を歩いて訪れよう！ 

★★★まず、近くの工場で何を作っているのかを調べよう！ 

★★★まず、誘われたら行ってみよう！ 

★★★まず、１日 10分、毎日身体を動かそう！ 

★★★まず、近所の生涯学習施設を見よう！ 

★★★まず、同じ志を持った人とつながろう！ 

★★★まず、地域通貨「蓮」を使ってみよう！ 

★★★まず、地域の世話をやこう！ 

補章 はじめてみませんか「生涯学習」の入口から 

 

  

<基本目標> <計画の柱> 

目標１ 

しろう！生涯学習！ 

目標２ 

やろう！生涯学習活動！ 

目標３ 

つくろう！まなびあう仲間！ 

目標４ 

つながろう！市民みんな！ 

まなびの情報提供 

まなびの場づくり 

まなびのネットワークづくり 

まなびの人材づくり 

子どもを育む取り組みの推進 

まなびの機会づくり 

門真市教育委員会 平成 26 年３月 


